
＜認定農業者の育成を実施している事例＞

○担い手育成と小学校の体験農園の取組

１．集落協定の概要

市町村･協定名 徳島県 勝 浦 郡 勝 浦 町 中 角
かつうらぐんかつうらちょう なかつの

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
22.6ha みかん

交 付 金 額 個人配分 50 ％
260万円 共同取組活動 役員手当 5 ％

（50％） 事務費 4 ％
水路・農道管理費 4 ％
鳥獣被害防止対策費 6 ％
共同利用機械購入費 1 ％
多面的機能増進活動費 16 ％
研修会等費 1 ％
その他 13 ％

協定参加者 農業者 32人

２．取組に至る経緯

当集落は昭和30年代からみかんの生産が盛んに行われ、昭和50年には園地面積が50ha

を数えた。しかし、昭和56年の異常寒波による枯死や販売価格の低下により、園地が平

成16年には26haに減り、高齢化の進行による耕作放棄地の増加や専業みかん農家の後継

者不足に悩んできた。

３．取組の内容

当集落では技術指導や経営指導をしていく中で認定農業者を新たに２名育成し、町内

最大のみかん産地である集落の活性化を目指す。

小学校と連携した体験農園を設置し、田植え、稲刈りに加え、みかん園での収穫作業

を行い、将来のみかん専業農家の後継者の育成につなげていく。

また、自らが狩猟免許を取得し、イノシシの檻の設置やくくりわな実技講習会を行う

など、集落ぐるみで鳥獣害防止対策にも取り組んでいく。

体験農園（田植え） 協定参加者と小学生による 集落のみかんを使った

体験農園の米で収穫祭 加工品の開発



［集落の将来像]
○新たに担い手を育成することにより農地集積・作業委託を進めて、農地を維持する。
○地元の小学生に農業に親しみ接する機会を提供することにより、次代の担い手を育成する。

［将来像を実現するための活動目標］
○集落内の認定農業者を３名から５名に増やす。
○地元の小学校と協定を締結し、体験農園を実施する。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 畑22.6ha 体験農園の設置 認定農業者の育成（ ）
（地元小学校と連携し、 （研修会･勉強会への参加、新
体験農園を設置） たに２名育成）

個別対応 共同取組活動 共同取組活動

鳥獣害防止対策 地元畜産農家から共同購 自然生態系の保全に関する学校
（イノシシ檻設置、くくりわ 入した堆きゅう肥の施肥 教育等との連携
な実技講習の開催、狩猟免許 （地元小学校と連携し、体験農
取得） 園を設置）

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

農道の管理
、 （ ）・草刈り 補修・改良 3km

共同取組活動

集落外との連携
○地元小学校と連携し、体験農園、収穫祭を実施

４．取組による変化と今後の課題等

小学生の体験農園を設置するだけでなく、収穫した米を使い、児童が調理したカレー

ライスとおにぎりで収穫祭を行っている。

加工原料用のみかん価格が近年低迷しており、この状況を打破すべく、平成２０年度

から集落産の温州みかんを原料にしてストレートジュースを試作し、商品化を検討して

いる。責任ある販売体制を築くため、販売主体の法人化についても検討を重ねている。

［平成21年度までの主な成果］
○ 認定農業者の育成 （当初：３名、目標：５名、H21：実績２名）
○ 学校教育との連携で地元小学生と体験農園（田植え、稲刈り、みかん園での収穫体験）

）（H21実績：田植え１回・稲刈り、収穫祭１回のべ40名


